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｢JVM （獣医畜産新報）」投稿規程
（2008 年 1月改定）

1.　「JVM」（以下「本誌」という）への投稿は本規程による。
2.　原稿の内容は獣医畜産領域の基礎と応用に関するものとす
る。動物の取り扱いについて倫理上問題があると思われる原
稿は採用しない。

3.　原稿の区分および分量の上限は次のとおりとする（[ ] 内
は 400 字を 1枚と換算。図・表・写真等はそれぞれ 1点を
400 字に換算する）。

4.　原稿の受付は E-mail もしくは送付による。

5.　原稿の書き方は，別に定める執筆要領による。
6.　原著，短報，症例報告および事例報告は編集委員会におい
て審査し，その採否を決定する。他の区分の原稿は，必要に
応じて審査する。

7.　原著論文の執筆は，執筆要領の付 1. 原著論文執筆要領に従
う。症例報告，事例報告および短報は原著論文に準ずるが，
症例報告，事例報告は 400 字以内，短報は 200 字以内の要
約と引用文献を付け，原著論文のような項目わけをしなくと
もよい。また，英文要約を付ける必要はない。

8.　校正は，原則として編集部および著者が行う。
9.　別刷の費用は全て著者負担とする。別刷は，著者校正時に
添付される申込用紙によって申し込む。

付 1.　実験用動物の取り扱いについての倫理規程
　実験用動物の取り扱いについては，本誌の「動物実験に関す
る指針」（別記 2）に従うものとする。

付 2.　要約のデータベース化
　本誌に掲載された論文の要約（要約が付されている論文のみ）
は，科学技術振興事業団（JST）が行っている科学技術に関す
る文献・情報のデータベースに収録されることがある。また，
㈳中央畜産会の畜産文献検索に掲載されることもある。

（ 1 ）総　説：論文を総合的に叙述するもの 11000 字 [25]
（ 2 ）原　著：未発表の研究論文   8000 字 [20]
（ 3 ）短　報：未発表の短い研究論文   2400 字 [  6]
（ 4 ）症例報告および事例報告：症例および
事例の報告

  6000 字 [15]

（ 5 ）レ タ ー：読者の参考になる技術や体
験，発想など

  2400 字  [ 6]

（ 6 ）講　座：基礎的ならびに実用的な知識
や技術を具体的に解説するもの

  8000 字 [20]

（ 7 ）文献紹介：論文・著書などの紹介     800 字  [ 2]
（８）資　料：学術情報，行政，法規，統計，
制度，海外事情などを解説，紹介するもの

10000 字 [25]

（９）論　　壇：獣医・畜産に関する論評や
意見，要望など

  4000 字 [10]

（10）そ の 他：随想など

｢JVM（獣医畜産新報）」執筆要領
1.　E-mail の場合：本文は使用ソフトの保存形式とテキストで
保存したものとする。表，図，写真については原著論文執筆
要領の付 1. 6 に従う。
　　送付の場合：基本的には上記に従い，記憶媒体を添付する。
その場合使用ソフトを明記する。手書きの場合は 400 字詰
（20字× 20字）の A4判・横書き用の用紙を使用する。
2.　記述は現代仮名づかいによる口語体で，原則として常用漢
字・送り仮名を用いる。数字およびアルファベットは半角で
入れる。動植物や微生物の学名などイタリックで表記すべき
用語はイタリックにする。
3.　1 頁目の最上段に投稿希望区分を記入し，ついで表題と著
者名（ローマ字も記す），所属機関およびその所在地を記入し，
本文は 2頁目から書き出す。

付 1.　原著論文執筆要領
1.　原著論文の構成は，原則として，要約（600 字以内），1.
はじめに，2. 材料および方法，3. 成績，4. 考察の順とし，引
用文献を付ける。要約には 5項目以内の語句をキーワードと
して付ける。
2.　原稿の末尾には，用紙をあらためて，表題，著者名，所属
機関およびその所在地を英語で記入し，さらに 250 語以内
の英文要約（Summary）と，5項目以内の語句をキーワード
として付ける。
3.　引用文献：
　（1）引用文献は，本文のあとに用紙をあらためて記載する。
謝辞は本文に続けて記載する。

　（2）引用文献の配列は，筆頭著者（ついで共著者）の姓名の
ABC 順とし，1），2），3）…と番号を付ける。本文中の引
用箇所には，その右肩に 1），1,2），1－ 3）のように番号を記入
する。

　（3）著者名は 3名までとし，4人目以降は「ほか」，あるいは「et 
al.」とする。

　（4）引用文献の記載事項は，以下の例のようにする。
　雑誌論文の場合‥著者（発行年）：誌名　巻数または（通し
番号），初頁 - 終頁 .

　単行本の場合‥著者（発行年）：書名（編集者），版次，巻数，
初頁 - 終頁 , 出版元 .

　　　〈例〉
　1）丸山　務（1987）：獣畜新報（796），5-11．

　2）秋元博一，飯野雅夫（1991）：獣畜新報　44，785-790．

　3）深瀬　徹，菅野紘行，茅根士郎ほか（1987）：日獣会誌　40，

640-643．

　4）Takeuchi,M., Sibata,H. & Nasu,T.（1992）：J. Vet. Med. Sci. 54，

653-658．
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　5）Yanagisawa,T., Azetaka,M., Midoro,K. et al．（1987）：Jpn. J. Vet Sci．

　49，519-522．

　6）江口保暢（1987）：新版家畜発生学，第 3版，文永堂．

　7）唐木英明（1986）：平滑筋の薬物反応（浦川紀元監修），90-110，文永堂．

　8）内藤善久（1996）：新獣医内科学（村上大蔵，本好茂一，長谷川篤彦

ほか編），499-501，文永堂出版．

　9）Muller,G.H. & Kirk,R.W.（1983）：Small Animal Dermatology，2nd 

ed.， W.B.Saunders．

 10）Doull,J.（1972）：Essays in Toxicology（Hayes,W.J．,Jr. ed．）Vol.3，

37-63，Academic Press．

 11）Jortner,B.S. & Percy,D.H.（1978）：The nervous system．In Pathology 

of Laboratory Animals（Benirschke,K.,  Garner,F.M. & Jones,T.C. eds.），

319-421，Springer-Verlag．

　（5）和文雑誌名は次のように略記し，それ以外は慣例による。
なお欧文雑誌名は，本誌「欧文雑誌名略記法」に従う。

　　「獣医畜産新報」→獣畜新報
　　「日本獣医学雑誌」→日獣誌
　　「日本獣医師会雑誌」→日獣会誌
4.　数詞には算用数字を用い，単位およびその記号は原則とし
て国際単位系（SI）および計量法（平成 5年施行）によるも
のとする。ただしリットルについては，判別の観点から Lと
する。　
　　〈例〉
　 m，cm，mm，μm，nm，pm，m2，L，mL，μ L，mol・L，
mmol・L，μ mol・L，pH，kg，g，mg，μg，ng，pg，h，
min，s，rpm，min － 1，Bq，Ci，mCi，Hz，lx， ℃，cal，
kcal，%，ppm，ppb

5.　略語は常用的なものを除き，本文初出の用語は完全綴りを
併記しておく。なお，臨床病理学用語のうち定義づけをせず
に使用できる略語は別表（別記 1）に掲げてある。

6.　表（Table）および図（Fig.）〔写真（Photo）を含む〕は本
文とは別葉として，表 1（Table 1）および図 1（Fig. 1）〔写
真 1（Photo 1）〕などの番号，表題および説明を付け，原稿
の末尾にまとめて付ける。それぞれのデータも本文とは別の
データとする。表はワードもしくはエクセルの使用が望まし
い。できるだけ写真データも添付する。図・写真の説明部分
のデータは本文同様（「獣医畜産新報」執筆要領の 1.）とする。
7.　原著論文として採択が決定したものは，原則として審査終
了の順に掲載する。
8.　初校は著者校正とするが，追加や変更は認められない。な
お，指定日までに返却されなければ校正の権利は編集部に帰

属する。

付 2.　著者負担金〈参考〉
1.　英文要約を編集委員会の指示で校閲する場合があるが，そ
の場合の校閲料は著者が負担する…1論文の英文要約原稿
（250 語以内）につき 3,000 円以上。
2.　英文要約の作成（翻訳）を編集委員会を通じて依頼するこ
とができる。その場合は，その旨を書き，和文要約と 5項目
以内のキーワードを提出し，翻訳料は著者が負担する…1論
文の和文要約原稿（600 字以内）につき 5,000 円以上。

§原稿の送付および投稿に関する照会先
E-mail　jvm＠ buneido-syuppan.com
〒 113-0033　東京都文京区本郷 2-27-3

文永堂出版株式会社「JVM」編集部

　                                  Tel　03-3814-3321（代）

　                           Fax　03-3814-9407
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別記 1
検査項目の略語表

用語〔略語〕

一般血液検査
PCV〔PCV〕 白血球数〔WBC〕

血色素，ヘモグロビン〔Hb〕 好中球〔Neu〕

平均赤血球容積〔MCV〕 桿状好中球〔Band-N〕

平均赤血球血色素濃度〔MCHC〕 分葉好中球〔Seg-N〕

網状赤血球〔Ret〕 リンパ球〔Lym〕

赤血球数〔RBC〕 単球〔Mon〕

平均赤血球血色素量〔MCH〕 好酸球〔Eos〕

血小板数〔pl〕 好塩基球〔Bas〕

血球容積率，ヘマトクリット値〔Ht〕

血液化学検査
血液尿素窒素〔BUN〕 クレアチニン〔Cr〕

ブドウ糖，グルコース〔Glu〕 血糖〔BS〕

総ビリルビン〔T-Bil〕 直接ビリルビン〔D-Bil〕

コレステロール〔Chol〕 エステルコレステロール〔Echo〕

総コレステロール〔TC〕 リン〔P〕

鉄〔Fe〕 カルシウム〔Ca〕

無機リン〔iP〕 カリウム〔K〕

ナトリウム〔Na〕 マグネシウム〔Mg〕

塩素〔Cl〕 尿酸〔UA〕

総（全）鉄結合能〔TIBC〕 乳酸脱水素酵素〔LDH〕

アスパラギン酸アミノトランスフェ
ラーゼ〔AST〕

アラニンアミノトランスフェラ
ーゼ〔ALT〕

アルカリ性フォスファターゼ　
〔ALP〕 BSP 排泄試験 30分値　〔BSP〕

リパーゼ〔Lip〕 血清総蛋白〔TP〕

アミラーゼ〔Amy〕 グロブリン〔Glb〕

アルブミン〔Alb〕 フィブリノーゲン〔Fib〕

黄疸指数〔II〕 中性脂肪〔Tg〕

AG比〔A：G，A/G〕

クレアチンフォスフォキナーゼ，クレアチンキナーゼ〔CPK，CK〕

γ・グルタミールトランスペプチダーゼ〔GGTP〕

別記 2

動物実験に関する指針

1.　目　的
　動物実験に関する指針（以下，指針という）は，投稿者の動
物実験の計画実施が倫理上，適切であることを目的とする。
2.　適用範囲
　投稿論文のすべての動物実験に適用される。
3.　動物実験上の注意
　（1）実験場所
　動物実験は，適正に整備，管理された施設において，必要な
設備のもとで行わなければならない。
　（2）実験動物の取り扱い
　実験動物の取り扱いに際しては，その動物の生理，生態，習
性および飼育・管理方法に関する知識を十分にもたなければな
らない。
　（3）実験計画の立案
　動物実験計画の立案にあたっては，その研究目的の達成に必
要な最小限の実験にとどめる。適正な動物の選択，実験方法に
配慮し，適切な飼育環境のもとに実験が実施できるように実験
計画を立案しなければならない。
　（4）実験実施上の配慮
　実験実施にあたっては，動物福祉の立場を守り，動物の不安
や苦痛を極力軽減するように務めなければならない。
　（5）実験終了後の処置
　実験を終了し，または中断した実験動物を処分するときは，
動物を速やかに苦痛から解放するように務めなければならな
い。
　（6）安全管理上の配慮
　物理的，化学的に危険な物質，あるいは病原体等を扱う動物
実験にあたっては，施設管理者と協力し，一般留意事項，関係
規則等を遵守して，安全の確保および環境汚染の防止のため十
分な処置を講じなければならない。
4.　その他

　この指針に示されていない必要事項については，日本学

術会議の「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン」

（2006 年 6月 1日）を参考とする。
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獣医畜産新報編集委員会（五十音順，◎印：委員長）

　尾﨑　博　  （東京大学教授）

　後藤直彰      （動物細胞病理研究会主宰，　前東京大学教授）

　酒井健夫　  （日本大学教授）

　内藤善久　  （岩手大学名誉教授）

◎中川志郎　  （ミュージアムパーク茨城県自然館名誉館長，元東京都恩賜上野動物園園長）

　長谷川篤彦（日本大学教授，東京大学名誉教授） 　

　藤田桂一（フジタ動物病院院長）

　丸山　務　  （㈳日本食品衛生協会技術参与，前麻布大学教授）

　若尾義人  　（麻布大学教授）

　渡邉昭三  　（㈶畜産環境整備機構顧問，元農林水産省畜産試験場場長）


